
別紙１

【注意事項】

章 項 提案項目 提案内容

1章

1.1 本業務の目的と、成功のポイント
・本業務に望む目的等の認識を明確に把握し、その目的の実現、課題解消に向けた提案を行うこと
・本業務成功におけるポイントを把握し、適切な対応策を提案すること

1.2 提案者企業情報

・業務実績等を明確に示すこと
・JV等複数企業体での提案の場合、企業構成・役割分担等を明確に示すこと
・提案企業の事業継続不可（事業縮小、破綻、合併等）における事業継続計画について示すこと
・個人情報保護、情報セキュリティへの取組を示すこと

2章

2.1 プロジェクト管理基本方針
・長期的な視点から、本業務のプロジェクト管理全体の基本方針を示すこと
・基本方針を具体的にしたコンセプトを示すこと

2.2 プロジェクト管理手法
・本業務に対し、プロジェクト指標を定め、統一管理できる手法を示すこと
・本業務の工程の特徴を把握した具体的な手法を示すこと

2.3 プロジェクト実施計画
・本業務の工程の特徴を踏まえたプロジェクトの実施作業を明確に示すこと
・本業務の契約から業務終了にわたる計画を示すこと
・本市が行うべき作業を明確に示すこと

3章

3.1 全般要件 ・仕様書「２⑴　全般要件」に対して提案を行うこと

4章

4.1 業務システムの開発方針 ・提案する業務システムの開発方針を具体的に示すこと

4.2 機能要件 ・「様式６_要件回答書」に記載のある機能について提案を行うこと

4.3 業務システムの特徴 ・提案する業務システムの特徴を具体的に示すこと

5章

5.1 構築工程全体の方針と体制
・構築における全体の基本方針やコンセプトを示すこと
・特に重要視するべきポイント等に対する提案を行うこと

5.2 設計（開発）の方針
・設計範囲を具体的に示すこと
・デジタル推進課、事業者の役割を具体的に示すこと
・本市の負担軽減に関する提案を示すこと

5.3 構築要件 ・仕様書「２⑶　構築要件」に対して提案を行うこと

6章

6.1 運用・保守工程全体の方針と体制
・システム運用における全体の基本方針を示すこと
・特に重要視するべきポイント等に対する提案を行うこと

6.2 運用保守要件 ・仕様書「２⑷　運用保守要件」に対して提案を行うこと

6.3 継続改善提言
・運用品質の改善提言に関する考え方を示すこと
・提案業務での機能向上例や改善提言について具体的に示すこと

6.4 運用保守費用 ・月額、年額、５年総額の運用保守費用をそれぞれ示すこと（上限額：月額120,000円）

運用・保守工程

企画提案書記載項目

　企画提案書の作成にあたって、以下に示す各章・項の構成に則って作成すること。

・各章・項毎に仕様書で示す、関連する仕様を満たすこと及び提案要求内容を含め提案を行うこと。
・提案項目における全ての項目は必須として記入すべきものであり、これらの項目において記入がないなどの場合は、
その項目は0点になるため記入には十分留意すること。
・説明は文章をもって行い、図等はその補助として用いること。図のみの説明は認めない。
・記載された内容は、評価基準に基づき評価を行うこととする。
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プロジェクト管理

業務システム

構築工程

全般要件



章 項 提案項目 提案内容

7章

7.1 研修について ・研修の対象者、内容、実施時期、実施方法等を具体的に示すこと

8章

8.1 終了工程の方針
・業務終了時の考え方を、作業内容と役割とともに示すこと
・具体的な作業内容をその実施計画、手法とともに示すこと

8.2 6年目以降の利用
・本調達環境を6年目以降も利用した場合の価格体系、ハード更新、運用・保守等について示すこと
・システム使用終了時のデータ抽出の手法及び費用について示すこと

9章

9.1 サービスレベル基準に対する考え方
・SLA項目（詳細実現手順）案を示すこと
・SLA遵守状況のモニタリング方法、報告と評価の考え方やその手段について示すこと

10章

10.1 オプション提案
・その他本調達や提案するシステム・サービスに関連し、本市にとって有意な提案や、事業者のサービスに
関する特徴があれば、詳細な内容・効果を含め具体的に示すこと
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